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会議次第 

１ 開 会 

２ 会長あいさつ 

３ 議 題 

（１）コリドー街の環境整備について 

（２）大野南地区まちづくりを考える懇談会について 

（３）各団体からの地域事業やイベント等の情報交換について 

 

４ 閉 会 



審 議 経 過 
 

主な内容は次のとおり。 

（●委員の発言、◇その他各課・機関等の発言、□事務局の発言） 

 

１ 開 会 

 

２ 会長あいさつ 

 

３ 議題 

（１）コリドー街の環境整備について 

 都市整備課から説明を行った。 

 

《主な意見・質疑等》 

●横断歩道の箇所の路面を、通常（黒い）の舗装とした理由は。また、アーケード柱

の落書きの対応はどうなっているのか。（藤井委員） 

◇横断歩道の箇所については、色の比較を行うとともに、警察とも協議した結果、歩

行者の見やすさから決定した。落書きについては、洗浄及び塗装を行ったので綺麗に

なっている。（高橋都市整備課長） 

●舗装箇所について、シミやこぼれた様な汚れが複数ある。また、路面に小さな穴が

多数ある状況だがどうするのか。また、資料にあるとおり施工直後は綺麗だったが、

既に全体的に汚れており、経年しているような状況になってしまっている。（渋谷委

員） 

◇南土木事務所が工事を施工しており、状況は南土木事務所に伝えている。また、施

工業者とも本日現場確認をしていると聞いている。また、全体的な汚れについても、

南土木事務所に伝えるが、色味もあり、夜間等は車の通行もあるため、仕方がない。

（高橋都市整備課長） 

●ごみ収集車などが通行し、液だれ等で汚れが生じているのでないか。汚れの対策を

考えていただきたい。また、定期的な清掃をお願いしたい。（新村委員） 

◇南土木事務所に伝える。（高橋都市整備課長） 

●枯れた樹木を１ｍ程度残している箇所があるが意味はあるのか。ないのであればな

くした方がよい。また、花壇のような箇所も、草だらけになっているので、花などを

植えるなどはできないのか。（中田委員） 

◇南土木事務所も承知しており、なにかしらの対応をしなければならないが、具体的

には検討中と聞いている。意見は南土木事務所に伝える。（高橋都市整備課長） 

●まちづくり会議では通常の舗装でよいと意見を伝えていたが、今回の舗装は汚れが

目立ち、残念である。今後、路面が傷んだ場合、通常の舗装に戻すのか、それとも今

回のカラー舗装にするのか。（大木委員） 

◇南土木事務所が実施することになるが、部分的に今回の舗装をするのは難しいと聞

いている。確定的なことは申し上げられないが、打ち換えのタイミングはあるので、

地域の皆さんにも相談させていただくことになるかと思う。（高橋都市整備課長） 

●本日の意見について、担当部局に伝えるとのことだが、結果を報告いただきたい。

（岡城委員） 

◇２月のまちづくり会議で報告させていただきたい。（高橋都市整備課長） 

 



●工事の保証期間はあるのか。路面の穴は、車両の通行により、さらに悪化が心配で

ある。（中村委員） 

◇保証期間は確認していないので、併せて報告させていただきたい。（高橋都市整備

課長） 

 

（２）大野南地区まちづくりを考える懇談会について 

 懇談会におけるテーマについて検討を行った。 

 また、懇談会当日の役割分担を決定した。 

 

《主な意見・質疑等》 

●前回のまちづくり会議では、種々雑多になっており、懇談会の時間的な制約もある

中で、議論を深めるために、テーマの整理を行った。（大木委員） 

●これまでも市に対して公共歩廊を永続的に使えるよう担保して欲しいことを伝え

てきている。１０年間はＪＣＯＭが中心となって広場を管理するようだが、管理組合

の財産であると聞いており、将来どうなるのかを含め懇談したいと考えている。（大

木委員） 

●人口増加に併せて公共施設を増やすべきと考えており、南市民ホールの廃止につい

ても言及したい。（大木委員） 

●概ねこれまでの議論が集約されていると思う。ただ、まちづくりの将来像について

は、人口が増加している大野南地区として継続して取り組むべきであることを伝えた

いので、短期、中期、長期でどのように考えているのか問う形がよいのではないか。

（藤井委員） 

●これまで議論があった商店街への補助金などについては、懇談会ではなく、今後、

「まちづくり会議」として、要望書の提出をしたいので、次回のまちづくり会議で要

望書案を提示したい。（大木委員） 

●大野南地区にどれだけ予算が配分されているのか数字が知りたい。（新村委員） 

●事業を中心に予算があるので、そういった区分は難しいのではないか。（中村委員） 

□「当初予算案の概要」において、区の事業について記載している箇所はあるが、全

体予算の中で、大野南地区のために使われるものを示すのは難しいと思われる。また、

懇談会の内容としてどのように盛り込むのか。（事務局青柳） 

●人口増加しているので、それに併せた予算措置をすべきであるとの建付けが良いの

ではないか。（岡城委員） 

●南市民ホールの件は、議会軽視になってしまうのではないか。具体的な対応が示さ

れるまでの期間、暫定利用を求める方がよいのではないか。（島田委員） 

●困難な部分はあるが、スケート場の件もあるので、延期を含め、地域の意見として

話をしたいと考えている。（大木委員） 

●市長の「誰ひとり取り残さない」というメッセージがあり、そういった観点も含め

た懇談にしたい。（岡城委員） 

 

（３）各団体からの地域事業やイベント等の情報交換について 

●１２月２５日にボーノ広場で、ゴスペルライブを開催する。（三澤委員） 

●１２月２１日にクリスマスガラポン抽選会を開催する。また、１月１２日の成人の

日に餅つきを開催する。今年はコリドー先の通路も通れるようにしていただけるの

で、参加者が増えることを期待している。（角田委員） 



●１月２９日に公共歩廊、１月２３日にタリーズが開店するとのことである。（大木

委員） 

●「ユニバーサルデザインさがみはら」を発行し、学校教育の特集や、ボーノ通路で

のおたすけアプリについて紹介している。また、アートクラフト市を紹介した「ここ

ずたうん」を発行したので、是非ご覧いただきたい。（中村委員） 

□区政推進課が「Ｗｅｂアンケート」を行っており、１２月２６日が期限となってい

るので、協力をお願いしたい。（事務局青柳） 

 

４ 閉会 

 

 

以 上   

 

 



大野南地区まちづくり会議委員出欠席名簿 

 

   （出席者１９名  欠席者６名） 

No 団体名 団体での役職 氏名 出欠席 

1 大野南地区自治会連合会 会 長 大木 恵 出席  

2 大野南地区自治会連合会 副会長 金澤 秀信 出席  

3 大野南地区自治会連合会 副会長 瀨戸 量平 出席  

4 大野南地区自治会連合会 副会長 中村 洋子 出席 

5 大野南地区自治会連合会 会 計 土山 美保 欠席  

6 大野南地区社会福祉協議会 会 長 渋谷 典彦 出席  

7 大野南地区民生委員児童委員協議会 会 長 岡城 孝雄 出席  

8 女子大通り商工振興会 会 長 飯田 美津雄 出席  

9 相模大野北口商店会 副会長 角田 安弘 出席  

10 相模大野銀座商店街振興組合 副会長 中田 克己 出席  

11 相模大野南新町商店街振興組合 理事長 岩井 大輔 欠席 

12 ボーノ会 会 長 三澤 崇典 出席  

13 医療法人社団仁恵会黒河内病院 事務局長 後藤 一郎 出席 

14 相模原市立鶴の台小学校ＰＴＡ 会 長 山﨑 みどり 欠席  

15 相模原市立鹿島台小学校ＰＴＡ 会 長 渋谷 隆光 欠席 

16 相模原市立新町中学校ＰＴＡ 会 長 市川 恵奈 欠席  

17 学校法人相模女子大学 常務理事 速水 俊裕 出席 

18 大野南地区老人クラブ連合会 会 計 岩永 征四郎 出席  

19 相模原市立大野南公民館 館 長 島田 欣一 出席  

20 相模原市立上鶴間公民館  館 長 三條 朋美 出席  

21 大野南地域包括支援センター センター長 岡本 三千 出席  

22 上鶴間地域包括支援センター センター長 古荘 祥子 出席 

23 経験有識者 － 新村 玲子 出席 

24 経験有識者 － 天野 佑亮 欠席 

25 公募 － 藤井 琢磨 出席 

 



       大野南地区まちづくり会議第５回全体会次第 
 

日 時 令和７年１２月１６日（火）午後２時から  

                        場 所 南区合同庁舎３階 講堂 

 
 
 
 
１ 開 会 
 
 
２ 会長あいさつ 
 
 
３ 議題 
（１）コリドー街の環境整備について 

（２）大野南地区まちづくりを考える懇談会について 

（３）各団体からの地域事業やイベント等の情報交換について 
   

「WEB アンケートご協力のお願い」※令和７年１２月２６日（金）回答期限 
 
 
４ 閉 会 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

【次回以降のまちづくり全体会日程（会場：南区合同庁舎３階 講堂）】 

※大野南地区まちづくりを考える懇談会  令和８年２月１２日（木）午後６時から 

第６回まちづくり会議全体会       令和８年２月１７日（火）午後２時から 



大野南地区まちづくり会議委員名簿 

                                      （敬称略） 

No 団体名 団体での役職 氏 名 

1 大野南地区自治会連合会 会 長 大木 恵 

2 大野南地区自治会連合会 副会長 金澤 秀信 

3 大野南地区自治会連合会 副会長 瀨戸 量平 

4 大野南地区自治会連合会 副会長 中村 洋子 

5 大野南地区自治会連合会 会 計 土山 美保 

6 大野南地区社会福祉協議会 会 長 渋谷 典彦 

7 大野南地区民生委員児童委員協議会 会 長 岡城 孝雄 

8 女子大通り商工振興会 会 長 飯田 美津雄 

9 相模大野北口商店会 副会長 角田 安弘 

10 相模大野銀座商店街振興組合 副会長 中田 克己 

11 相模大野南新町商店街振興組合 理事長 岩井 大輔 

12 ボーノ会 会 長 三澤 崇典 

13 医療法人社団仁恵会黒河内病院 事務局長 後藤 一郎 

14 相模原市立鶴の台小学校ＰＴＡ 会 長 山﨑 みどり 

15 相模原市立鹿島台小学校ＰＴＡ 会 長 渋谷 隆光 

16 相模原市立新町中学校ＰＴＡ 会 長 市川 恵奈 

17 学校法人相模女子大学 常務理事 速水 俊裕 

18 大野南地区老人クラブ連合会 会 計 岩永 征四郎 

19 相模原市立大野南公民館 館 長 島田 欣一 

20 相模原市立上鶴間公民館  館 長 三條 朋美 

21 大野南地域包括支援センター センター長 岡本 三千 

22 上鶴間地域包括支援センター センター長 古荘 祥子 

23 経験有識者 － 新村 玲子 

24 経験有識者 － 天野 佑亮 

25 公募 － 藤井 琢磨 

 



コリドー街の環境整備について
2025.12.16

相模原市都市整備課

【掲示物の撤去】
アーケード柱の洗浄・塗装と合わせ、アーケード柱に設置されている車両

進入禁止、駐車禁止の案内表示については、一部剥がれている箇所もある
ことから、設置者に確認し、撤去しました。

＜設置場所＞平面図の丸囲いの柱

【工事後】

【工事前】

平面図【実施内容】

〇アーケード柱の洗浄、塗装（R7.12.11竣工予定）
〇車道部の路面改修（R７.11.5竣工）



2025/12/16 まちづくり会議全体会 

大野南地区まちづくりを考える懇談会について 

 

１ 懇談会のテーマについて 

  確認事項 懇談テーマ及び発言概要の確定 

    

 

２ 懇談会当日の役割について 

確認事項 当日の役割分担 

司  会：            

議事進行：           （通常会長） 

   概要説明：           （なしでも可ｏｒ議事進行） 

 

①マンションの増加と自治会加入率の低下               

②公共インフラの対応                        

－１ 伊勢丹跡地の整備                       

質問① （公共歩廊）                          

質問② （立体駐車場）                         

－２ まちづくりと公共施設について                 

質問① （将来像）                           

質問② （修繕や改修時期）                       

質問③ （南市民ホール）                        

※なお、懇談会当日の発言は、上記以外も可 

ただし、時間の制限もあるので、当日の進行に協力をお願いします。 

 

３ 発言メモについて 

  確認事項  

本日決定したテーマに基づき、会長、発表者、事務局において、発言内容の調整を行いま

す。（事前に、担当課と調整を行い、若干変更を行う場合があります。） 

なお、上記以外の委員には、最終版を当日机上配布します。 

 

４ まちづくり懇談会の出欠について 

確認事項 懇談会（２月１２日（木）午後６時～）の出欠確認 

※名簿を作成するため、欠席となる場合は、ご連絡をお願いします。 

 

 

以 上   


